2026年度日本コンクリート工学会中部支部技術賞・論文賞
	応募代表者の
情報
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。	賞の種別
（該当箇所にレ点）
	☐ 技術
☐ 論文

	
	氏名
	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。	
	

	審査対象の刊行物の題名


	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。
	
技術賞応募の場合に限り、該当する項目を記入してください。

	刊行物掲載時の第一著者の所属機関が中部支部管内に所在する場合は記入
              (富山県･石川県･福井県･静岡県･愛知県･岐阜県･三重県)
（本社・支社、本庁・出張所、本キャンパス・サテライトキャンパス等の別は不問）

	機関名
	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。
	所在地（市町村まで記入）
	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。
	技術開発に係る主たる開発箇所、適用箇所の所在地が中部支部管内に所在する場合に記載
(富山県･石川県･福井県･静岡県･愛知県･岐阜県･三重県)
※所在地：本社・支社、本庁・出張所、本キャンパス・サテライトキャンパス等の別は不問

	開発
箇所
	機関名
	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。
	
	所在地
（市町村まで記入）
	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。
	適用
箇所
	機関名
	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。
	
	所在地
（市町村まで記入）
	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。
	
論文賞応募の場合に限り、該当する項目を記入してください。

	応募者の前年度3月31日時点における年齢
	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。	歳


（審査対象とする刊行物の概要）

次ページに続く
下記について、フォントサイズ12pt・行間１行で記入し、各枠内に収めてください。図表写真などは掲載しないでください。

※応募者の判断に基づき、各項目①②③の割合について、それぞれの合計を10として明記し、その割合に基づき記述してください。当該割合を基準として審査を行います。なお、各項目内の割合おいて、一方を０とする配分(例：項目②「有用性：信頼性＝０:10」)も認めます。当該割合により審査上不利となることはありません。

1. 選考対象が本賞を受賞するにふさわしい理由を、次に焦点を絞り記述してください。
「技術賞に応募する場合」：新規性・将来性
「論文賞に応募する場合」：新規性・独創性
	新規性
	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。	技術賞に応募：将来性
論文賞に応募：将来性

	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。
	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。

有用性・信頼性
	有用性
	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。	信頼性
	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。
	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。


次ページに続く

(様式2)


「技術に応募する場合」：合理(効率・生産)性・革新性
「論文に応募する場合」：発展性・将来性
	技術賞に応募：合理性・革新性
論文賞に応募：発展性

	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。	技術賞に応募：革新性
論文賞に応募：将来性

	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。
	ここをクリックまたはタップしてテキストを入力してください。


2. ［該当する場合のみ記入してください］応募者が過去に本賞を受賞している場合は、今回の審査対象とする刊行物と、過去に表彰された刊行物との相違点を明記してください。
	【記入例】様式1の通し番号1に該当する執筆者が過去に受賞した刊行物と、今回審査対象とする刊行物は内容が異なります。※提出の際は、この記入例を削除してください。



